
外部評価候補事業一覧

うち一般財源

1 総合オンブズパーソン 3,399 2,270 ○

市民相談事業に統合できるのではない

かと思われ、事業の必要性に疑問があ

るため

2 市民相談事業 3,681 3,681 ○

5 訴訟事務経費 1,898 1,898 ○

決算額に比べて、毎回予算が低いのが

気になった。

6 文書管理経費 7,734 7,285 ○

ペーパーレスの時代の文書処理につい

て文書管理・保存の状況、保存年限と

廃棄の実態について

防災課 15 消防団活動費 43,670 42,770 ○

21 2 保健福祉総合システム経費 86,207 76,448 ○ ○

佐久間委員長：総務部が担当している

メリット・デメリット

山田委員：決算額が多額なため。

22 地域情報化経費 29,991 26,084 ○

ホームページ経費、予約システム経

費、図書館システムの管理運営経費が

なぜここで３つ一緒になっているのかが

不明なのと、内訳。拡大に向けて本当

に有効に運用されているのか知りた

い。

23 2 市民税賦課事務 29,741 19,039 ○ ○

出雲委員：業務の効率性について考え

たいため

24 土地家屋資産税賦課事務経費 18,319 16,550 ○

28 契約保養施設利用補助事業 1,819 1,819 ○ 内部評価の今後の方向性がＤ。

30 2 自治会等補助事業費 22,463 15,962 ○ ○

佐久間委員長：自治会加入の状況、コ

ミュニティ形成と自治会の役割について

出雲委員：自治会の支援について考え

たいため。

31 コミュニティ推進事業 4,023 4,023 ○ 自治会補助業務との整合性如何。

生活コミュニティ課（産業活性化室）

33 2 シルバー人材センター補助事業 34,546 24,157 ○ ○

出雲委員：多額なため

村上委員：就労支援策の拡充の可否。

34 農業生産団体補助事業費 1,600 1,600 ○

手段として個別の補助の可能性を検討

してみたいため。

35 商工振興費 5,220 5,220 ○

どのような振興が図られているか不明

なため。

36 商工団体補助等事業 21,000 21,000 ○

２３年決算に対して２４年から予算が倍

になり、更に方向性がＡなのが気にな

る。

38 中小企業支援事業費 21,792 21,792 ○

納税課 外1 市税収納事務費 183,242 150,102 ○
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市民部

市民部

産業活性化室
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生活福祉課 41 社会福祉協議会事務 55,682 45,767 ○ 民間法人への人件費補助の適否。

障害福祉課 44 相談支援業務 18,007 18,007 ○

どのような支援を行っているかが不明

であり、実施方法が適切かどうかわか

らないため。

47 保健福祉センタ－管理運営費 83,608 76,628 ○

48 2 健康診査事業費 107,873 87,492 ○ ○

佐久間委員長：自己負担導入の考え

方。受診する人の選定方法について

54 乳幼児健康診査事業 13,600 13,461 ○

不安が多い時期にあたる重要な事業と

思われるが、受診率が若干低いかと思

われるため。

56 母親学級事業 1,558 1,558 ○ ニーズ対応策拡充の可否。

57 予防接種事業費 283,190 231,703 ○ 決算額が多額な事業を選定。

介護福祉課 60 高齢者紙おむつ購入費助成事業 23,588 23,588 ○ 介護保険と重複した助成策の適否。

65 保育園事務経費 29,213 18,594 ○

66 給食管理経費 25,354 21,006 ○

70 ファミリー・サポート・センター事業費 6,454 3,726 ○ 内容を伺ってみたい事業であるため。

71 2 児童センター管理運営 40,131 39,092 ○ ○

青少年等交流センターもあるようなの

で。

73 青少年育成事業 10,884 9,299 ○ 広報紙「あきしまの青少年」（９３と関連）

子育て支援課 外2 認証保育所事業 19,969 9,985 ○

環境課 76 水路等維持管理事業 3,765 3,465 ○

ごみ収集事業等の他事業への統合の

可否

ごみ対策課 79 2 ごみ減量啓発事業費 5,415 4,472 ○ ○

出雲委員：効果の把握が難しいながら

も、活発な事業展開が必要と思われる

ため。

松本委員：方向性Ａ、２３年検討したご

み減量化・資源化事業とは違うのか。

環境課 外3 崖線緑地保全事業 7,057 3,823 ○

都市整備部 管理課 81 駅前公衆便所維持管理経費 2,748 2,748 ○ 81と84をまとめて経費節減できないか。

管理課 84 鉄道駅自由通路等維持管理経費 47,963 35,142 ○

88 し尿収集経費 34,842 29,748 ○

下水道の整備率と接続した事業者の状

況

89 クリ－ンセンタ－管理運営費 42,970 41,245 ○

子ども育成課

健康課

下水道課

保健福祉部

環境部

子育て支援課

公立保育園２園のうち１園を民間に委

託する。給食の調理を委託する考えは

ないか。

子ども家庭部

都市整備部
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91 教育委員会運営事務 9,629 9,325 ○ 広報紙「あきしまの教育」（73と関連）

92 2 学校管理運営費（小学校） 425,939 393,391 ○ ○

97 2 学校管理運営費（中学校） 183,475 171,135 ○ ○

116 3 教育推進計画事業（小学校） 18,103 18,055 ○ ○ ○

120 3 教育推進計画事業（中学校） 7,683 7,563 ○ ○ ○

125 社会教育関係団体指導育成事業 1,599 1,599 ○ 参加者減による継続の適否。

129 市立会館管理運営費 103,395 101,817 ○ ○ ○

松本委員：方向性がＥなので。

山田委員：事業費が多額。

131 格技道場管理 5,411 5,411 ○ 道場存続の必要性の適否。

137 市民プール管理運営 31,462 22,459 ○ 老朽化対策に伴う存廃の可否。

市民図書館 139 4 市民図書館管理経費 132,311 128,006 ○ ○ ○ ○

佐久間委員長：管理運営費、運営の一

部を委託する考えはないか。

村上委員：利用者対策

市民会館・公民館 140 市民会館文化事業協会補助事業 16,552 16,552 ○ 成果を考えてみたいため。

全50事業

社会教育課

スポーツ振興課

庶務課

生涯学習部

学校教育部

指導室(指導課)

和田委員の選定基準

①各部最低でも１テーマとする

②平成２４年度決算額２００万円以上

③防災関係事業

④市の発展を促す事業

⑤市保有ストックの管理事業

⑥事業数：10＋α

佐久間委員長：具体的にどのようなこと

をしているのか。

出雲委員：事業の効果が不明なため

松本委員：Ｅの方向性、本当に必要か。


